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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２２年 ２月 ９日

事 業 担 当 課 防災砂防課

事 業 名 黒崎沢２通常砂防事業 補助・単独の別 補助 事業主体 宮城県
くろさきさわ

施行地名 大崎市鳴子温泉字黒崎地内 管理主体 宮城県
おおさきし な る こおんせんあざくろさき

根拠法令 砂防法第１３条

事業目的

黒崎沢は大崎市鳴子温泉字黒崎に位置する渓流であり，平成２０年６月１４日の，岩手・

宮城内陸地震により渓流山腹の大規模崩落が発生し，下流の人家５戸ならびにＪＲ陸羽東線，

市道等が被災を受ける可能性があったため，災害関連緊急砂防事業ならびに特定緊急砂防事

業として採択され緊急対応を実施しているところである。

しかしながら，流域内には現在も不安定岩塊が残留しており，今後も二次災害の発生が危

惧されるため，通常砂防事業により，災害の再発防止を図るものである。

事業内容

山腹工 一式（擁壁工，法面工）

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 50 %] [ 50 %] [ %] [ %]

1.50億円 － 億円 0.75億円 0.75億円 － 億円 － 億円

事業期間

事 業 期 間 平成 22年度～平成 23年度（ 2年間）

用地買収着手予定年度 平成 － 年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成 22年度

施設管理の予定

宮城県が当該砂防施設を管理する。
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上位計画等

・土木行政推進計画（宮城県土木部 平成１２年策定 平成２０年５月改訂）

・黒崎沢砂防事業全体計画書

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

昨今の集中豪雨等により，全国各地で土砂災害が多発しており土砂災害対策に対する社会

の要請は今後ますます高まっていくと思われる。今年度においては１４名の死者が出た平成

２１年７月の山口県防府市における特別養護老人ホームへの土石流被害等を受け，土砂災害

の脅威と予防対策の重要性が再認識されている。

・平成１８年発生件数１，４４１件，死者２５名

・平成１９年発生件数９６６件

・平成２０年発生件数６９５件，死者行方不明者２０名

○地元情勢，地元の意見

平成２０年６月１４日の岩手・宮城内陸地震による土砂災害発生当時は，下部人家２世帯

１２名が避難勧告の下避難をすることとなった。不自由な避難生活の経験や，家に戻った後

の再度災害への危機感が高まっており，恒久対策への要望が非常に強い。

事業効果

○想定される事業効果

事業の実施により，渓流（株）の人家５戸について，今後の地震・降雨に伴う土砂災害に

対する安全が確保される。また,下流部に位置するJR陸羽東線ならびに電力施設（発電用取水

路）等の重要な公共施設の安全が確保される。また地区住民の生活道路となっている市道が

保全されることにより土砂災害発生時の安全な避難路が確保される。

※保全対象

・人家５戸

・JR陸羽東線４９０ｍ

・市道５８０ｍ

・電力施設（発電用取水路）
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関連事業の概要・進捗状況等

＜H20災害関連緊急砂防事業＞

事業概要：山腹工（切土工，盛土工，擁壁工，法枠工，ロックボルト工）

進捗状況：平成２１年度完成予定（Ｈ２０繰越）

＜H21特定緊急砂防事業＞

事業概要：山腹工（切土工，盛土工，法枠工，ロックボルト工，ロックネット工）

進捗状況：平成２１年度完成予定

代替案との比較検討

被災想定範囲にＪＲ陸羽東線や東北電力池月発電所の発電用取水路等が存在するため，移

転等の代替案は実施困難である。

コスト縮減計画

地震により発生した土砂の撤去にあたり，当該土砂を現場内の盛土として処理することで，

残土搬出に係る運搬費用等を節減する計画である。

費用対効果

根拠マニュアル： 治水経済調査マニュアル （平成２１年２月改訂版）

社会的割引率： ４％

便益算定期間： ５０年

基 準 年：平成２２年

費 建設費 １５０百万円

用 維持管理費 -

項 総費用 １５０百万円

目 現在価値（Ｃ） １４７百万円

便 直接被害軽減効果 ２，１０４百万円
益

総便益 ２，１０４百万円
項
目 現在価値（Ｂ） ８７８百万円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ５．９７
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地域指定状況等

なし

影響と対策

斜面対策における法枠工の枠内および盛土部分について，周辺森林環境に合わせ緑化する。

事業箇所評価結果

評点による順 予算化された箇所数 評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由
位 （低順位にもかかわらず予算化された理由）

砂防事業（新規事業箇所） －

２位／２ ２ 箇所

対応方針

事業実施
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③ 渓流状況

① 崩壊状況

流域全景

ＪＲ陸羽東線

位置図

人家
人家

人家

平面図

切土工・法面工

盛土工

１号待受け工

３号待受け工

渓 流 状 況 ： 斜面上部の溶結凝灰岩が幅30m、高さ15m、厚さ5m程度で岩盤崩壊にいたっている。

保 全 対 象 ： 人家3戸、ＪＲ陸羽東線 等

Ｈ22 事業内容 ： 事業費 60.0百万円(国費30.0百万円） 主要工種 山腹工 一式

全 体 計 画 ： 事業費 150.0百万円（国費75.0百万円） 事業期間 平成２２～２３年度

事 業 効 果 ： 人家５戸及びＪＲ陸羽東線490m、市道580m、電力発電用取水路等の保全

北上川水系黒崎沢２通常砂防事業 （宮城県大崎市）

くろさきさわきたかみがわ

平成２０年６月１４日の岩手・宮城内陸地震において、斜面上部の岩盤が幅30m、高さ15m、厚さ5m
の規模で崩壊し、 災害関連緊急砂防事業として採択された。その後も特定緊急砂防事業を申請し、
緊急対応を実施したものである。

流域内は現在も、不安定岩塊が残留しており、二次災害が危惧されるため、今回新たに申請する通
常砂防事業により、災害の再発防止を図るものである。

【災害関連・特緊対応（Ｈ20～H21）】
・切土工、法面工、盛土工、1号・3号待受工、ロックネット工
【通常砂防事業（Ｈ22）】
・切土工、法面工、盛土工
【通常砂防事業（Ｈ23）】
・切土工、法面工、防護柵工、2号待受工

②

①
③

2号待受け工

１号待受け工

３号待受け工
盛土工

切土工・法面工

ロックネット工

ロックネット工

④

④ 落石岩塊

切土工・法面工

法面工

防護柵工

２号待受け工
切土工・法面工

法面工

防護柵工

衝突痕

なぎ倒された立木

JR陸羽東線

② 落石岩塊

最大径Φ４×３×２．５ｍ

人家

切土工・法面工

切土工・法面工

盛土工

盛土工

盛土工

盛土工

（参考資料）
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